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研究要旨   

 花粉飛散数の多い地域でアレルギー疾患有症率が高いかどうかを検討した報告は少ない。

我々は小児の鼻症状とともに喘息症状の有症率と日本の主な花粉抗原であるスギ花粉とヒノ

キ花粉の2種の花粉飛散数の関係についてecological analysisを行った。 

 各都道府県における花粉飛散数と小児のアレルギー疾患有症率の関係について解析した。

花粉飛散数はスギ花粉、ヒノキ花粉各々の 2005 年から 2008 年 4 年間の平均飛散数を用いた。

各都道府県における小児アレルギー疾患有症率は 2008 年に 6－7 歳、13－14 歳を対象に実

施された全国調査から算出した。この全国調査は公立学校に通学する児童・生徒を対象とし、

都道府県ごとに無作為に学校を抽出して International Study of Asthma and Allergies in 

Childhood (ISAAC)質問票を用いて実施した。 

 6－7 歳のアレルギー性鼻結膜炎有症率はスギ花粉、ヒノキ花粉飛散数ともに有意な正の相

関を示したが (ともに P=0.01) 、13－14 歳のアレルギー性鼻結膜炎有症率はヒノキ花粉との

み正の相関を示した (P=0.003) 。さらに、6－7 歳の気管支喘息有症率とスギ花粉飛散数と

正の相関を示したが(P=0.003)、13－14 歳の気管支喘息有症率は花粉飛散数と有意な関係は

なかった。 

 スギ花粉・ヒノキ花粉飛散数が多い地域で、小児のアレルギー性鼻結膜炎と気管支喘息有

症率が高かった。 
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がなく、これらの違いは今後検討が必要と考え

られた。 

 

E．結論 

 スギ・ヒノキ花粉飛散数はともに小児のアレ

ルギー性鼻結膜炎有症率と正の相関を示し、ス

ギ花粉飛散数は 6-7 歳の気管支喘息有症率にも

影響を与えた。 
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